
村議会村議会 だよりだより

東秩父村議会HP 会議録検索

官ノ倉山頂付近から榛名、赤城、日光連山を見渡す

第１回
定例会
（３月）

H i g a s h i C h i c h i b u  V i l l a g e

東秩父の今とこれからを、あなたと一緒に考える情報誌

2022年・春号

第17号第17号
東ちちぶ東ちちぶ



2村議会だより東ちちぶ 第17号（令和４年３月定例会）

真
に
必
要
な

　

備
え
と
は

第１回定例会（３月）の主な内容（開催：３月８日〜３月14日）

　定期監査報告、文教厚生常任委員会報告、４名の議員による一般質問が

ありました。

　村長提出議案について、専決処分２件、条例制定４件、条例の一部改正

７件、規約変更１件、令和３年度補正予算６件、令和４年度予算６件が審

議され、全件が承認・可決されました。

３月
定例会

令
和
４
年
度 

一
般
会
計
予
算

19
億

９
７
０
０
万
円

対３年度
当初予算比

0.5％
増

※万円未満切り捨て

国・県支出金

2億657万円

国・県支出金

2億657万円

その他 　　 9005万円その他 　　 9005万円

地方交付税

11億5000万円

地方交付税

11億5000万円

村民皆さんからの税金

2億3177万円

村民皆さんからの税金

2億3177万円

基金からの繰入金
　1億7960万円

基金からの繰入金
　1億7960万円

地方譲与税   2699万円地方譲与税   2699万円

歳入村に入るお金
（見込み）※万円未満切り捨て

　ごみ処理・衛生等のために

      2億9808万円

　ごみ処理・衛生等のために

      2億9808万円

福祉のために

2億8408万円

福祉のために

2億8408万円

学校教育、生涯学習などに

   1億9177万円

学校教育、生涯学習などに

   1億9177万円

道路・橋など土木事業に1億4089万円道路・橋など土木事業に1億4089万円

火災予防、防災などに 1億5093万円火災予防、防災などに 1億5093万円

借入金の返済に　1億7295万円借入金の返済に　1億7295万円

歳出村が使うお金
（見込み）

その他           1億6388万円その他           1億6388万円

給与・税務・戸籍・選挙・
などに

4億5210万円

給与・税務・戸籍・選挙・
などに

4億5210万円

他会計への繰出金など 1億4233万円他会計への繰出金など 1億4233万円 繰越金      　 5700万円繰越金      　 5700万円
地方消費税交付金　5500万円地方消費税交付金　5500万円

00

５億円５億円

10億円10億円

15億円15億円

20億円20億円

00

５億円５億円

10億円10億円

15億円15億円

20億円20億円

※万円未満切り捨て表示のため、それぞれの合計額には差が生じます。



3 村議会だより東ちちぶ 第17号（令和4年５月１日発行）

次
の
ペ
ー
ジ
は
「
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
報
告
」「
定
期
監
査
報
告
」
ほ
か

お知らせします 審議した議案と議員の賛否
上程された議案・概要・結果

○：賛成  ×：反対  欠：欠席

質
疑
数

結  

果

栗
島
廣
行

鷹
野 

明

百
瀬
浩
子

野
口
勝
則

田
中
秀
雄

高
野
貞
宜

渡
邉　

均

松
澤
公
一

条 例 制 定

新庁舎建設委員会設置条例の制定 3 可 決 × ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○

合併処理浄化槽設置管理事業基金条例の制定 1 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○

簡易水道事業基金条例の制定 0 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○

上下水道事業審議会条例の制定 3 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○

条 例 改 正

職員の育児休業等に関する条例の一部改正 1 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○

総合振興計画等審議会条例の一部改正 2 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○

移住体験施設の設置及び管理等に関する条例の一部改正 4 可 決 ○ 欠 ○ ○ ○ ※ ○ ○

遺児手当支給条例の一部改正 3 可 決 ○ 欠 ○ ○ ○ ※ ○ ○

火入れに関する条例の一部改正 3 可 決 ○ 欠 ○ ○ ○ ※ ○ ○

国民健康保険税条例の一部改正 1 可 決 ○ 欠 ○ ○ ○ ※ ○ ○

特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償の支給に
関する条例の一部改正

1 可 決 × 欠 ○ ○ ○ ※ ○ ○

令和３年度

補 正 予 算

専決処分（一般会計補正予算（第５号）） 2 承 認 ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○

専決処分（一般会計補正予算（第６号）） 1 承 認 ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○

一般会計補正予算（第７号） 13 可 決 × ○ ○ × ○ ※ ○ ○

国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 0 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○

介護保険特別会計補正予算（第２号） 0 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○

合併処理浄化槽設置管理事業特別会計補正予算（第２号） 2 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○

後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） 0 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○

簡易水道事業特別会計補正予算（第４号） 0 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○

令和４年度

予 算

一般会計予算 21 可 決 × ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○

国民健康保険特別会計予算 0 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○

介護保険特別会計予算 0 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○

後期高齢者医療特別会計予算 0 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○

簡易水道事業会計予算 0 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○

合併処理設置管理事業会計予算 0 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○

そ の 他 埼玉県市町村総合事務組合の規約変更 0 可 決 ○ 欠 ○ ○ ○ ※ ○ ○

[※]議長は議事進行を行うため賛否表明はしません。 賛否同数の場合のみ、「議長裁決」として表明します(「裁」と記載)。

　　　　令和４年度一般会計予算

　　求められる行財政改革
　東秩父村第６次総合振興計画（令和３〜10年度）に掲げられる「持続可能な村」

を目指す上で欠かせないのは行財政改革の推進です。

　村は、自身がまとめた「令和４年度予算のポイント」の中で「村職員の財政状

況の把握とコスト意識の醸成」や「将来にわたり持続可能な予算編成の確立」の

重点実施にも言及していますが、質疑応答ではコスト意識の低さや予算査定の曖

昧な部分も見受けられ、今後の体制づくりは予算の編成以上に覚悟をもって行う

べきであろうことが浮き彫りになりました。

ここが
ポイント
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第1回

令
和
３
年
９
月
８
日

　

議
員
改
選
後
初
の
委

員
会
。
調
査
事
項
を
検

討
し
、
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
調

査
す
る
こ
と
に
決
定
。
閉
会
中
調
査

の
申
し
出
に
つ
い
て
承
認
。

第2回

令
和
３
年
11
月
19
日

　

保
健
衛
生
課
長
、
同

課
主
幹
及
び
主
事
に
出

席
を
求
め
、
説
明
資
料
を
用
い
て
制

度
の
説
明
を
受
け
る
。

　

各
委
員
よ
り
質
疑
及
び
意
見
交

換
。

第3回

令
和
３
年
11
月
30
日

　

介
護
保
険
制
度
に
つ

い
て
、
継
続
調
査
の
手

続
の
た
め
開
催
。

第4回

令
和
４
年
１
月
27
日

　

保
健
衛
生
課
主
幹
及

び
主
事
に
再
度
出
席
を

求
め
、
追
加
の
質
疑
を
行
う
。

第5回

令
和
４
年
２
月
25
日

　

委
員
会
報
告
書
の
作

成
に
つ
い
て
協
議
。

調
査
の
ま
と
め

　

介
護
保
険
制
度
は
、
住
み
慣
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
た

め
の
制
度
で
す
。

　

東
秩
父
村
に
お
い
て
は
高
齢
者
人

口
及
び
低
所
得
者
の
割
合
が
多
く
、

ま
た
介
護
認
定
率
が
高
く
施
設
入
所

者
も
多
い
こ
と
か
ら
介
護
保
険
料
が

高
止
ま
り
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
重

症
化
の
防
止
と
在
宅
介
護
支
援
を
進

め
、
か
つ
介
護
予
防
の
徹
底
を
図
り
、

介
護
保
険
料
の
上
昇
を
抑
え
る
こ
と

が
肝
要
と
の
認
識
に
立
つ
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

介
護
保
険
制
度
の
事
務
費
に
つ
い

て
は
全
額
村
の
負
担
と
な
っ
て
い
ま

す
。
一
般
会
計
と
介
護
会
計
で
予
算

化
・
支
出
し
て
い
ま
す
が
、
介
護
会

計
分
は
全
額
を
一
般
会
計
か
ら
の
繰

入
金
で
賄
っ
て
お
り
、
事
務
費
の
取

り
扱
い
に
つ
い
て
は
今
後
検
討
の
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

文
教
厚
生
常
任
委
員
長

　
　
　
　
　
　

栗
島　

廣
行

＊
担
当
課
と
の
質
疑
応
答
は
後
日
タ
ブ
レ
ッ
ト

に
て
配
信
予
定
で
す
。

文教厚生常任委員会報告

介護予防の徹底で保険料の抑制を
　

常
任
委
員
会
は
、
村
の
課
題
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
調
査
・

研
究
し
て
い
ま
す
。
令
和
３
年
度
は
介
護
保
険
制
度
を
調
査
し
ま
し
た
。

１ 

企
画
財
政
課
：
地
域
公
共
交
通
事

業
に
つ
い
て

ポ
イ
ン
ト

持
続
可
能
な
公
共
交
通

と
す
る
た
め
の
取
組
み
か

①
路
線
バ
ス
運
行
経
費
特
別
補
助
金
は

や
む
を
得
な
い
支
出
で
あ
る
が
、
村

は
路
線
バ
ス
事
業
者
に
対
し
て
運
行

収
支
の
改
善
を
求
め
る
よ
う
お
願
い

す
る
。

②
法
令
上
必
須
で
あ
れ
ば
、
村
は
路
線

バ
ス
事
業
者
に
対
し
て
東
秩
父
路
線

へ
の
運
転
手
休
憩
施
設
の
整
備
を
指

導
す
る
よ
う
お
願
い
す
る
。

③
観
光
バ
ス
の
和
紙
の
里
バ
ス
タ
ー
ミ

ナ
ル
へ
の
乗
り
入
れ
に
よ
り
路
線
バ

ス
の
運
行
に
支
障
が
生
じ
、
ト
ラ
ブ

ル
と
な
っ
た
と
の
こ
と
。
安
全
な
運

行
や
乗
降
の
た
め
関
係
各
所
は
注
意

を
お
願
い
す
る
。

④
ふ
れ
あ
い
や
ま
び
こ
会
の
空
白
地
有

償
運
送
事
業
は
、
路
線
バ
ス
の
補
完

と
し
て
欠
か
せ
な
い
。
住
民
の
ニ
ー

ズ
の
把
握
と
事
業
拡
張
の
検
討
を
お

願
い
す
る
。

２ 

産
業
観
光
課
：
和
紙
の
里
関
連
施

設
指
定
管
理
者
制
度

に
つ
い
て

ポ
イ
ン
ト

事
務
事
業
に
お
い
て
最

小
経
費
で
最
大
効
果
を
上
げ
る
努
力

を
し
て
い
る
か

①
平
成
３
年
作
成
の
定
款
・
就
業
規
則

は
、
現
状
に
沿
っ
た
改
訂
を
。

②
指
定
管
理
者
基
本
協
定
書
第
42
条

の
規
定
に
よ
る
運
営
協
議
会
を
設
置

し
、
指
定
管
理
に
関
す
る
業
務
を
円

滑
に
実
施
で
き
る
体
制
の
構
築
と
、

設
置
要
綱
の
作
成
を
お
願
い
す
る
。

③
企
業
の
思
想
や
使
命
、
志
と
い
っ
た

根
本
の
在
り
方
を
示
す
﹁
企
業
理
念
﹂

を
定
め
、
意
思
決
定
の
軸
及
び
判
断

基
準
と
し
て
掲
げ
る
こ
と
を
望
む
。

④
事
業
全
般
に
お
け
る
リ
ス
ク
管
理
及

び
透
明
性
の
確
保
の
た
め
、
業
務
を

支
配
人
ま
た
は
職
員
の
複
数
体
制
へ

と
改
善
さ
れ
た
い
。

⑤
計
画
的
な
修
繕
を
。
ま
た
実
施
に
お

い
て
は
複
数
社
か
ら
見
積
書
を
徴
す

る
こ
と
。
指
定
管
理
者
基
本
協
定
書

第
15
条
の
規
定
に
よ
る
軽
微
な
修
繕

に
つ
い
て
は
曖
昧
な
部
分
が
あ
り
、

具
体
的
な
取
り
決
め
の
協
議
を
。

 

定
期
監
査
報
告

（
要
約
）

　
　
　
　
　
　
　
　

代
表
監
査
委
員　

吉
野 

文
泰

　

最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
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次
の
ペ
ー
ジ
は
「
村
政
の
こ
こ
が
聞
き
た
い
」
４
名
の
議
員
が
一
般
質
問

３ 

総
務
課
：
職
員
派
遣
に
関
す
る
事
項

ポ
イ
ン
ト

指
定
管
理
者
制
度
の
監

査
に
お
け
る
職
員
派
遣
の
疑
義

　

公
益
法
人
等
へ
の
一
般
職
の
地
方
公

務
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
法
律
第
６
条

の
趣
旨
は
、
地
方
公
共
団
体
が
派
遣
職

員
に
直
接
支
給
す
る
給
与
に
関
し
て
規

定
し
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
相
当
。

今
回
は
詳
細
な
聞
き
取
り
に
よ
り
派
遣

の
必
要
性
を
適
当
と
判
断
し
た
が
、
通

常
は
業
務
計
画
書
・
業
務
報
告
書
に
派

遣
に
あ
た
っ
て
の
目
的
・
成
果
を
記
載

す
べ
き
。

４ 

建
設
課
：
配
水
管
改
良
工
事
に
つ

い
て

ポ
イ
ン
ト

企
業
会
計
へ
移
行
す
る

水
道
事
業
の
引
継
ぎ
・
持
続
は
可
能
か

①
配
水
管
の
老
朽
及
び
地
理
的
状
況
か

ら
多
発
す
る
漏
水
事
故
に
つ
い
て
。

管
路
の
更
新
に
は
莫
大
な
予
算
と
年

月
が
必
要
だ
が
、
日
常
生
活
に
不
可

欠
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
は
継
続
し
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
現
時
点
で
は
抜
本
的

解
決
策
を
見
出
す
こ
と
は
難
し
い
。

②
漏
水
対
応
に
つ
い
て
。
管
路
に
負
荷

が
か
か
り
発
生
す
る
漏
水
は
、
特
に

使
用
量
が
多
く
な
る
年
末
年
始
に

多
発
す
る
傾
向
に
あ
り
、
担
当
職
員

は
休
日
出
勤
で
対
応
せ
ざ
る
を
得
な

い
。
昨
年
度
の
監
査
報
告
で
も
、
労

務
管
理
の
観
点
か
ら
水
道
担
当
職
員

の
増
員
と
い
う
考
え
を
示
し
た
。
水

道
事
故
対
応
の
臨
時
職
員
を
登
録
制

で
活
用
す
る
等
、
水
道
担
当
に
限
ら

ず
村
全
体
の
危
機
管
理
も
考
慮
し
て

検
討
を
望
む
。

監査委員…地方自治法における監査委員は、
都道府県や市町村の財務や事業について監査
を行います。定期監査・決算審査・基金の運
用状況審査などで自治体の行財政が公正かつ
効率的に運営されているか調査する役割で
す。例月出納検査も行います。複数名置かれ
ますが、合議制ではなく委員１人１人の独任
制です。地方自治体の長が、議会の同意を得
て、財務管理・事業の経営管理ほか行政運営
に関して優れた識見を有する者で議員を除く
者及び議員のうちから選任します。市町村の
定数は２名で、多くの場合、識見を有する者
１名と議員１名の構成です。

指定管理者制度 …地方自治法の一部改
正(平成15年法律第81号)により制度
化。公の施設の管理主体（管理者）を、特
段の制限を設けず「法人その他の団体」
に開放するものです。目的は民間の力を
活用した住民サービスの向上、施設管理
上の費用対効果の向上、管理者の選定手
続きの透明化であり、制度の導入におい
ては指定の手続き、管理の基準、業務の
具体的範囲など条例で定めるべき事項が
様々あります。東秩父村では、和紙の里
の管理者を「株式会社和紙の里」（社長：
村長）に指定しています。

東秩父村の様々な課題等について、行政に

考えを聞くのが一般質問。議員は政策提言

も含めて質問することができます。持ち時

間は答弁も含めて60分で、内容は自由です。

この議会だよりでは、議員本人が一般質問の一部を抜粋

して執筆（要約）したものを掲載しています。

村
政
の

こ
こ
が

聞
き
た
い

4
名
の
議
員
が

一
般
質
問

一般質問
栗
くりしま

島廣
ひろゆき

行 議員

①非常勤の特別職の設置について

野
の ぐ ち

口勝
かつのり

則 議員

①タブレット端末の更新と運用及び

財政的観点について

百
も も せ

瀬浩
ひ ろ こ

子 議員

①東秩父村水道事業について

渡
わたなべ

邉 均
ひとし

 議員

①新庁舎建設について

一般質問は
次ページに
掲載！

令和４年１月 皆谷地内 県道の真下で漏水
（アスファルトを剥がし掘り下げての修繕）
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各課局で制度把握しきれていない

問 改正した条例に、非常勤の特別職の職名の相

違、根拠のない組織や附則の矛盾が見受けら

れるとのことですが、条例の一部改正提案者として

の所見をお答えください。

答 大きな自治体であれば例規担当課がありスぺ

シャリストも存在しますが、小さい自治体で

の専門職配置は難しく、また制度改正の範囲の広さ

や、非常勤の特別職よりも会計年度任用職員の改正

の方が現実的な問題であり、そちらを重視した面も

あったと考えます。いずれにしても条例の一部改正

を早急に実施するよう指示を出したい。

問 学校教育指導員は非常勤特別職から削除し会

計年度任用職員としたとの答弁は、現行の東

秩父村学校教育指導員に関する規則と矛盾しますが。

答 教育委員会事務局が見落としていました。今

後、規則については改正します。

問 行政相談員は総務大臣に委嘱され、国の行政

機関等の苦情相談に応じる業務です。村で経

費負担、また報償費の支出はできないのでは。

答 議員ご指摘のとおり村では委嘱していません

が、相談実施の際は相談員・相談者とも村の

住民が来庁します。支出の方法は今後検討します。

問 選挙関係の非常勤特別職について、地方自治

法では報酬を支給しなければならないと規定

されています。報酬は勤務の対価という性格を持ち、

費用弁償は職務執行に要した実費を弁償するもので

す。費用弁償での支払いは報酬の支払いにならない

と思いますが、執行部の見解を伺いたい。

答 県内には東秩父村と同様に費用弁償で支払っ

ている自治体もいくつかありますが、栗島議

員の言われたとおり報酬として支出している市町の

方が多くなっています。今後、近隣自治体を参考に

しながら一部改正していきたいと考えています。

問 講師を招き法改正の内容を踏まえても完全な

条例改正案ができなかった原因は。

答 制度の把握についての各担当課局長等の甘さ、

また課局内の議論不足ではないかと考えます。

問 タブレット端末の更改事業が、1年前倒しに

至った経緯については。

答 タブレット端末やサーバー機の故障が頻繁に

発生しており、防災配信において危険な状況

が続いています。また、令和4年度中に事業が完了

することで、初年度事業費の90％が交付金の活用

により整備できる見通しがついたためです。

問 現在使用しているタブレット（耐用年数５年）

は７年が経過している。なぜ、このような状

況になる前に対策を講じなかったのか。

答 耐用年数を迎える前に更新を行うべきとも考

えましたが、本システムの更新費用が多額な

ため、長く使うことで財政負担の軽減を図りました。

問 議会で実施したアンケートの結果から、防災

情報取得においても、タブレットの必要性は

住民にとって低いものと考えられる。全世帯配付は

住民の理解も得られないと思うが、村の見解は。

答 アンケートの結果を受け止め、災害時に避難

情報を取得する個別受信機であることの啓発

活動に努めた上で、住民が求める機能拡張や配信情

報の内容を検討していきます。

問 近隣の町の防災情報の伝達手段は、屋外ス

ピーカーによる放送を主に、聞き取りにくい

世帯のみ個別受信機を配付している。個別受信機の

配付軒数は、皆野町では3986世帯中204世帯、

ときがわ町では4739世帯中約100世帯、小川町

では約1万3000世帯中で事業所を含む55軒と

なっており、住民からの申請や職員の現地確認によ

り設置している。全世帯配付という村の考えは財政

的観点からも過剰であり、ほかに避難所整備等、防

災対策全般を並行して計画する必要があると思うが。

答 災害時に全世帯に確実に情報を伝えるために

は、全世帯配付しかないと判断しました。防

災体制の整備については、総合的に進めていきます。

問 村の配信体制には不安を感じているが、住民

の期待に確実に添える自信はあるのか。

答 運用や体制の改善を図ります。有用である展

開になっていくと自信を持っています。

早急の対応を指示したい
いつでも、どこでも、即時に
配信できるようになります

村長村長

条例・規則の不備解消へ5年間で総額1億2千万円!!

栗島廣行栗島廣行議員議員野口勝則野口勝則議員議員

完全な完全な
　改正案を！　改正案を！

タブレットタブレット
更改は更改は
いかに!?いかに!?
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次
の
ペ
ー
ジ
は
議
案
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
・
質
疑
応
答
（
要
約
）

新庁舎建設に向けて

時代のニーズに即した行政サービスへ

問 村庁舎の現状と課題、新庁舎建設に向けた構

想から完成までの方針について伺います。

答 現在の庁舎は昭和45年に建設されて以来、

行政需要の多様化に対応するため増改築を重

ねています。施設の老朽化にともない修繕費が増加

しており、またエレベーターの未設置などから高齢

者や障がい者には利用しづらく、行政サービスを提

供する場としての機能が十分には果たせていません。

　現庁舎の課題としては、老朽化・狭
きょうあい

隘化・バリア

フリー未対策部分、の３点が挙げられます。安全性、

利便性などの問題による庁舎機能の低下は、応急措

置的な対応では根本的解決が困難です。時代のニー

ズに即した行政サービスを適切に提供できる環境整

備に向け、議会とも協議し、改修ではなく全面建て

替えの方向で今年度から検討を開始しています。

　新庁舎建設に向けた構想から完成までの方針とし

て、令和３〜４年度に基本構想を作成、５〜６年度

に基本設計・実施設計を作成、７〜８年度に建設工

事、９年度に供用開始というスケジュールで進めて

いきます。本事業については新庁舎建設委員会、新

庁舎建設庁内検討委員会の２つの組織を新しく設置

します。また基本構想作成の過程で住民アンケート

を実施するなど、住民の皆様のご意見をしっかりと

伺う機会を設けながら、利用しやすく、住民協働の

まちづくりの拠点、防災拠点としての役割を十分に

果たすことができる新たな本庁舎の建設に向けて取

り組んでいきます。

問 校舎等の公共施設と異なり、自治体の庁舎建

設では補助金等が受けられませんが、資金は。

答 当初から基金を積み立てている中で、その基

金を活用していく考えです。一方、国の新た

な補助金や地方債、また付帯施設に対する補助制度

などの案件が出るかどうか、情報収集のアンテナは

引き続き立てていきます。

令和３年度から
検討を始めています

総務
課長

渡邉 均渡邉 均議員議員

60年に一度60年に一度
一大事業一大事業

問 本村の水道事業において、給水人口、施設の

規模、老朽化はどんな状況にありますか。

答 令和2年度の年間給水量は40万4952㎥、

給水人口は2620人で、ともに減少傾向の見

込みです。施設の規模については浄水場８施設、ポ

ンプ場11施設、配水池16施設、導水・送水・配

水のための管路は約73.7kmです。このうち建設

から40年以上が経過している施設の代表的なもの

は５か所の浄水場ですが、機械・電気設備は耐用年

数が短いため全体的に多くの設備が更新対象となっ

ています。また多くの管路も耐用年数を経過してお

り、毎年度10数か所で漏水が発生しています。

問 漏水事故にはどんな事例があり、今後の課題

や手立てについてどんな考えがありますか。

答 令和２年度年間給水量40万4952㎥の有収

率65.7％から算出すると漏水等は34.3％に

あたり、約13万9000㎥の浄水が料金とならず失

われていたことになります。直近の事例としては、

昨年末に発生した柴地区の漏水事故があります。

　多発しているのは皆谷の朝日根、小安戸地区です

が、他の地区でも管路の老朽化が進んでいるため、

道路陥没等の二次災害防止や有収率向上の観点から、

今年度、東地区から計画的に漏水調査を実施しまし

た。その結果、11の漏水箇所の特定と修繕ができ

ました。来年度の調査は坂本地区を予定しています

が、漏水調査による修繕では根本的な解決にはなら

ないため、管路更新を進めながら安定的な給水がで

きる方法を検討する必要性を認識しています。

会計制度の移行について

問 公営企業設置等に関する条例の制定により、

特別会計から公営企業会計へと制度の移行を

した背景にはどんなことがありますか。

答 老朽化する施設や設備の更新の資金が必要に

なってくること、人口減少により料金収入が

減少することなどから、財務状況を把握し、事業の

継続と、将来に備えた今後の方針等を検討していく

ことについて求められています。

事業全体を把握し
将来に備えます

建設
課長

水道事業、公営企業会計へ

百瀬浩子百瀬浩子議員議員

老朽化した老朽化した
水道施設水道施設

修繕費の課題修繕費の課題



8村議会だより東ちちぶ 第17号（令和４年３月定例会）

３
月
定
例
会　

議
案
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
＆
質
疑
応
答
（
要
約
）

事
業
を
評
価
す
る
の
は 

村
か 

村
民
か

議
案
第
15
号　

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
億
５
９
２
５
万
１
０
０
０
円
を
追

加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
29
億
９
３
２
万
９
０
０
０
円
と
す
る
も
の
。

︻
歳
入
︼
国
庫
支
出
金

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創

生
臨
時
交
付
金　

１
億
４
７
３
万
３
０
０
０
円

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
推
進
交
付
金　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

５
０
０
０
万
円　

ほ
か

問

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
推
進
交

付
金
︵
以
下
デ
ジ
タ
ル
交
付
金
︶
と
は
。

答

国
が
目
指
す
持
続
可
能
な
経
済
社
会
を

推
進
す
る
た
め
、
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
た
地

域
の
課
題
解
決
等
の
実
現
に
向
け
て
整
備
な

ど
に
取
り
組
む
地
方
公
共
団
体
を
交
付
金
に

よ
り
支
援
す
る
も
の
。
デ
ジ
タ
ル
実
装
タ
イ

プ
と
事
業
支
援
タ
イ
プ
が
あ
る
。
今
回
村
で

行
う
タ
ブ
レ
ッ
ト
更
改
は
、
地
域
の
課
題
解

決
の
た
め
の
ハ
ー
ド
ま
た
ソ
フ
ト
経
費
の
支

援
と
い
う
こ
と
で
デ
ジ
タ
ル
実
装
タ
イ
プ
の

交
付
金
を
活
用
。

︻
歳
出
︼
防
災
費
︵
財
源
：
国
県
支
出
金　

１
億
７
５
２
万
６
０
０
０
円
、
一
般
財
源　

１
５
４
０
万
８
０
０
０
円
︶

防
災
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
整
備
事
業
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
機
器
更
改
業
務
委
託
料

１
億
４
３
８
万
６
０
０
０
円

問

デ
ジ
タ
ル
交
付
金
に
よ
る
補
助
率
は
初

年
度
事
業
費
の
90
％
と
の
こ
と
で
、
こ
の
タ

イ
ミ
ン
グ
で
申
請
し
た
背
景
と
事
業
効
果
は
。

答

令
和
４
年
１
月
か
ら
配
信
に
用
い
る

サ
ー
バ
ー
機
が
頻
繁
に
故
障
し
、
交
換
部
品

の
製
造
も
終
了
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
令
和

５
年
度
に
予
定
し
て
い
た
シ
ス
テ
ム
の
更
新

時
期
を
４
年
度
に
前
倒
し
す
る
方
向
で
検
討

し
て
い
た
。
そ
の
時
期
に
内
閣
府
か
ら
令
和

３
年
度
補
正
予
算
で
デ
ジ
タ
ル
交
付
金
の
情

報
が
発
表
さ
れ
、
令
和
４
年
度
中
の
事
業
管

理
で
あ
れ
ば
補
助
率
90
％
の
交
付
対
象
に
認

め
ら
れ
る
た
め
申
請
し
た
。

　

事
業
効
果
と
し
て
は
、
戸
別
受
信
機
と
し

て
全
世
帯
配
布
す
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
よ
っ
て

渡邉均議員　賛成討論（要約）

　執行部に説明していただいたように、最

後の１人まで、すみずみまで情報を渡すの

が行政の仕事だと私も思う。確かに１億４

３８万円かかる、これが税金の無駄という

意見もわかる。しかし、ときを見て交付金

や補助金など使えるものがあれば予算を組

むというのは正しいやり方だと思う。執行

部の皆さんは知恵を絞って予算立てしてい

ただいていると確信しているし、タブレッ

トも村にとって必要なものであると私は判

断するので、賛成とする。

栗島廣行議員　反対討論（要約）

　今回の補正予算は、新型コロナウイルス感染症対応地

方創生臨時交付金を活用した事業が主である。しかし、実

施計画額は交付額より1350万円も多く、村費一般財源も

610万円予定している。計画を絞り込み、一般財源を必

要としない予算を編成する必要がある。

　地域応援商品券発行について、郵送料及び印刷代は村内

業者を潤すことがなく、また商品券では換金作業に見えな

い手間がかかり予算以外の経費も必要。合併処理浄化槽の

基本料金２か月分免除の87万円については、合併処理浄

化槽の普及率がそもそも50％程度で、村の半分を対象と

した料金の免除には少し抵抗がある。図書館の現在の利用

状況等を考えるに、500万円弱を投入してシステム化を

図るには時期尚早。

　細かい指摘は他にもあるが、以上の理由により、本補正

予算が修正されなければ反対とさせていただく。

交付金・補助金は

使えるときに

使うべき

賛成 　計画を絞り込み、
一般財源を投入しない
　補正予算編成を

反対反対
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次
の
ペ
ー
ジ
は
議
案
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
・
質
疑
応
答
（
要
約
）

災
害
時
の
情
報
弱
者
を
な
く
し
、
誤
報
で
生

じ
る
混
乱
等
を
防
げ
る
。
さ
ら
に
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
ア
プ
リ
の
整
備
で
、
よ
り
確
実
な
避

難
情
報
配
信
体
制
の
整
備
が
で
き
る
。

問

こ
れ
ほ
ど
の
巨
額
を
投
じ
る
事
業
展
開

に
当
た
り
村
長
の
意
気
込
み
は
。

答

こ
の
事
業
は
村
民
の
命
を
守
る
大
き
な

位
置
づ
け
と
し
て
重
要
で
あ
る
こ
と
を
受
け

止
め
、
予
算
以
上
の
成
果
を
上
げ
る
べ
く
、

導
入
や
体
制
整
備
に
村
と
し
て
全
力
を
挙
げ

て
進
め
て
い
き
た
い
と
思
う
。

問

副
村
長
が
把
握
さ
れ
て
い
る
村
の
実
情

と
、
執
行
側
の
努
力
を
要
す
る
点
は
。

答

非
常
に
ご
高
齢
の
方
が
多
く
、
支
え
手

で
あ
る
若
い
方
は
少
な
い
。
役
場
の
執
行
体

制
は
、
地
方
分
権
や
デ
ジ
タ
ル
社
会
へ
の
移

行
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
、
少
子
高
齢
化
対
策

等
の
行
政
需
要
が
増
え
続
け
る
中
、
正
規
職

員
70
名
弱
※
で
乗
り
越
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
村
内
の
状
況
を
踏

ま
え
る
と
、
防
災
の
た
め
に
は
日
進
月
歩
の

新
し
い
技
術
を
取
り
入
れ
て
効
果
的
に
対
応

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

執
行
部
局
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
７
年

間
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
必
要
性
を
住
民
の
皆
様

に
伝
え
て
こ
ら
れ
な
か
っ
た
、
皆
様
か
ら
の

評
価
を
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
点
は
真
摯
に

反
省
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
て
い
る
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
が
単
な
る
買
い
替
え
で
は
な
く
、

村
民
に
と
っ
て
有
益
な
ツ
ー
ル
と
な
る
よ
う
、

運
用
面
も
含
め
て
更
改
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

野口勝則議員　反対討論（要約）

　補正予算中、防災情報通信システム整備事業の機器更改業務委託料として１億438万6000円の歳出

が計上されている。いわゆるタブレットは、当初の計画では、配付物等のペーパーレス化で経費縮減に努め

ながら、防災をはじめ様々な情報配信の拡充による住民の利便性向上を目的として整備が決まったもの。

しかし今までの７年、配信内容や職員の運用体制は毎年約1100万円かかる通信費に見合うものとは言え

ず、改善もされてこなかった。ペーパーレス化も進んでおらず、本来の目的である防災情報取得の観点から

も体制や内容は整っていない。さらには村内世帯の電源ＯＮ率約60％、議会で実施した村民へのアンケー

ト調査による「避難情報の取得方法としてタブレット配信を優先して選択する世帯は26.4％」（回答のあっ

た547世帯中144世帯。アンケートは950世帯

に配付）という結果からは、タブレット端末の必要

性は現段階では低いと言わざるを得ない。

　本定例議会では、事業費１億438万6000円か

けるタブレット端末を、更改を機に住民に必要と

される形に改善していただきたく一般質問に取り

上げ、配信に係る職員の体制や内容を確認したが、

残念ながら具体的な計画は示されず、職員の体制

等その他の計画についても確立できていないこと

が判明した。

　本事業費について、交付金の活用で村の負担が

少なく済むのは幸いとの意見もあるが、交付金も

税金である。令和４年度からはごみ処理にかかる

費用について約2000万円の増額が試算され、村

庁舎の老朽化から新庁舎建設の計画も始まってい

る。今後の村の財政がますます厳しくなると予測

される状況において、効果の少ない事業に安易に

多額の予算を認めるわけにはいかない。住民にとっ

てタブレットがあって良かったと思える運用を願

いつつ、村執行部には、住民の血税から成る予算

執行の責任の重さを再認識していただき、覚悟を

もって取り組んでもらえるよう、あえて反対する。

　村民の必要性と
　運用の有効性に対し
　具体的計画がない

反対反対

百瀬浩子議員　賛成討論（要約）

　質疑の中でいただいたご答弁で、国による補

助事業の概要と、村がこのタイミングで申請を

行った背景と目的など、事業推進に対して賛成

するにふさわしい様々な事項が確認できた。

　また村長は「村民の命を守る大きな位置づけ

として重要であることを受け止め」「予算以上の

成果を上げるべく」とおっしゃった。タブレッ

トの全戸配付について、これまでの７年間で様々

な反省点があったことに執行部として「真摯に

反省」して更改していきたい、と副村長からも

ご答弁いただいた。これらを私の賛成の意志に

値する内容であるとして、賛成討論とする。

　　小さな人口を
　抱える村だからこそ
　　実現可能な事業

賛成

令和３年度一般会計補正予算

の審議の中で、討論が行われました。主な論点

は、防災情報通信システム整備事業、タブレッ

トシステム機器更改業務委託料でした。

論討

※70名弱の正規職員のほか、50名弱の非正規職員がいます。
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︻
歳
出
︼
和
紙
の
里
施
設
管
理
事
業

和
紙
の
里
彫
刻
の
森
安
全
点
検
業
務
委
託
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

８
万
８
０
０
０
円

業
務
委
託
料　
　
　
　
　
　
　

８
６
７
万
円

︵
う
ち
彫
刻
の
森　

約
55
万
円
︶

問

彫
刻
の
森
に
行
っ
て
み
る
と
、
手
入
れ

も
整
備
も
し
て
い
な
い
。
通
行
を
ふ
さ
い
で
い

る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
。

答

彫
刻
の
森
お
よ
び
展
望
台
の
東あ

ず
ま
や屋

や
遊

歩
道
に
つ
い
て
は
定
期
的
に
点
検
を
実
施
す

る
。
令
和
３
年
度
は
３
月
８
日
に
点
検
し
た

の
で
結
果
次
第
で
開
放
し
た
い
が
、
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
側
の
遊
歩
道
は
台
風
等
で
大
き
く
崩

落
し
た
た
め
廃
止
の
方
針
。

問

以
前
は
和
紙
の
里
の
方
で
も
実
費
で
人

を
雇
い
、
草
刈
り
や
植
栽
、
道
の
整
備
な
ど

本
格
的
に
手
を
入
れ
な
い
と
維
持
で
き
な

か
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。
55
万
円
、
ど
こ
に

か
け
て
い
る
の
か
。
村
は
整
備
し
て
い
る
の

か
い
な
い
の
か
。

答

和
紙
の
里
指
定
管
理
者
で
あ
る
︵
株
︶

和
紙
の
里
が
、
毎
年
の
事
業
計
画
と
事
業
報

告
の
中
に
、
彫
刻
の
森
一
般
清
掃
業
務
施
設

管
理
料
と
い
う
こ
と
で
こ
の
金
額
を
盛
り
込

ん
で
い
る
。

 
内
訳
は
分
か
っ
た
が
、
そ
の
経
費
で
は
整

備
が
賄
え
て
い
な
い
よ
う
だ
。

︻
歳
出
︼
和
紙
の
里
施
設
管
理
事
業

業
務
委
託
料　
　
　
　
　
　
　

８
６
７
万
円

︵
う
ち
細
川
紙
紙
漉
き
家
屋
約
１
４
７
万
円
︶

問

建
築
物
定
期
報
告
書
︵
作
成
業
務
委
託

料
１
万
１
０
０
０
円
︶
で
見
た
と
こ
ろ
、
数

年
前
に
直
し
た
と
こ
ろ
が
ま
た
傷
ん
で
い
る
。

当
時
も
っ
と
詳
し
く
調
査
し
て
直
す
べ
き
で

は
な
か
っ
た
か
。
本
当
に
管
理
業
務
が
で
き

て
い
る
の
か
。
紙
漉
き
家
屋
は
大
変
重
要
な

物
件
。
完
全
な
保
守
点
検
に
は
人
力
、と
い
っ

て
も
パ
ー
ト
職
員
の
数
と
、
１
４
７
万
円
あ

れ
ば
何
と
か
な
る
と
思
う
が
、
も
っ
と
し
っ

か
り
管
理
で
き
る
か
ど
う
か
、
村
長
。

答

支
配
人
も
置
い
て
い
る
の
で
、
十
分
こ

れ
か
ら
ご
意
見
を
大
切
に
、
し
っ
か
り
管
理

し
て
い
き
た
い
。

問

傷
ん
だ
部
分
を
す
ぐ
改
修
で
き
る
か
。

答

屋
根
の
葺
替
え
修
繕
工
事
は
元
年
度
に

一
部
実
施
し
た
。
３
年
度
に
職
員
が
燻
蒸
式

殺
虫
剤
で
駆
除
作
業
を
行
っ
た
も
の
の
状
況

が
改
善
さ
れ
ず
、
令
和
４
年
度
予
算
で
害
虫

駆
除
︵
業
務
委
託
料
34
万
１
０
０
０
円
︶
を

実
施
す
る
予
定
。
今
後
担
当
と
も
協
議
し
な

が
ら
全
面
葺
き
替
え
等
を
行
い
、
保
存
状
態

を
勘
案
し
な
が
ら
適
切
に
管
理
し
て
い
き
た

い
。

︻
歳
出
︼
和
紙
の
里
施
設
管
理
事
業

駐
車
場
内
区
画
線
工
事
費

93
万
３
０
０
０
円

問

道
の
駅
駐
車
場
に
明
確
な
自
動
二
輪
等

の
置
き
場
が
な
い
こ
と
へ
の
対
応
と
の
こ
と

だ
が
、
予
定
さ
れ
る
場
所
は
、
昨
年
末
に
御

堂
川
上
地
区
と
の
意
見
交
換
会
で
、
道
の
駅

施
設
の
合
併
処
理
浄
化
槽
の
移
設
場
所
の
第

１
候
補
地
と
し
て
地
元
説
明
し
た
と
こ
ろ
。

議
案
第
21
号　

令
和
４
年
度
一
般
会
計
予
算

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
19
億
９
７
０
０
万
円

︻
歳
出
︼
環
境
衛
生
費
一
般
経
費

小
川
地
区
衛
生
組
合
負
担
金

９
２
１
３
万
２
０
０
０
円

問

４
年
度
か
ら
約
２
０
０
０
万
円
負
担
が

増
え
る
。
村
の
ご
み
減
量
化
へ
の
取
組
は
。

答

可
燃
ご
み
の
処
理
が
民
間
委
託
に
な
る

が
、
ご
み
が
減
量
化
で
き
れ
ば
負
担
金
も
減

る
。
布
類
は
今
後
リ
サ
イ
ク
ル
へ
、
資
源
プ

ラ
は
多
少
で
あ
れ
ば
汚
れ
て
い
て
も
出
せ
る

等
、
分
別
の
方
法
を
周
知
し
て
い
る
状
況
。

問

家
庭
用
コ
ン
ポ
ス
ト
︵
生
ご
み
処
理
機
︶

等
の
設
置
費
用
を
補
助
し
て
は
ど
う
か
。

答

生
ご
み
は
委
託
先
の
乾
式
メ
タ
ン
発
酵

に
よ
る
処
理
に
は
適
し
て
お
り
、
紙
類
の
リ

サ
イ
ク
ル
を
進
め
た
方
が
負
担
軽
減
に
な
る
。

コ
ン
ポ
ス
ト
に
対
し
て
は
過
去
に
補
助
金
を

出
し
て
い
た
時
期
も
あ
り
、
今
後
検
討
す
る
。

︻
歳
出
︼
障
害
者
自
立
支
援
事
業

手
話
通
訳
者
・
要
約
筆
記
者
派
遣
業
務
委
託

料　
　
　
　
　
　
　
　
　

52
万
８
０
０
０
円

問

実
績
と
見
通
し
と
も
に
０
件
が
続
く
事

業
に
対
し
、
派
遣
業
務
委
託
料
を
計
上
し
続

け
る
理
由
は
。

答

平
成
18
年
に
施
行
さ
れ
た
障
害
者
自
立

支
援
法
で
、
市
町
村
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
支
援
事
業
を
行
う
必
要
が
生
じ
、
自
前
で

手
話
通
訳
者
・
要
約
筆
記
者
を
確
保
で
き
な

い
自
治
体
は
、
社
会
福
祉
法
人
さ
い
た
ま
聴

覚
障
害
者
福
祉
会
と
業
務
委
託
契
約
を
締
結

し
て
い
る
。
こ
の
契
約
に
よ
り
聴
覚
障
害
者

が
住
民
と
な
っ
た
場
合
に
サ
ー
ビ
ス
が
提
供

で
き
る
。
国
・
県
か
ら
４
分
の
３
の
補
助
金

を
受
け
て
お
り
、
法
人
運
営
の
補
助
や
技
術

者
育
成
の
た
め
の
経
費
と
し
て
も
ご
理
解
い

た
だ
き
た
い
。

︻
歳
出
︼
地
域
お
こ
し
協
力
隊
設
置
事
業

東
秩
父
村
地
域
お
こ
し
協
力
隊
起
業
支
援
補

助
金　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
０
０
万
円

問

卒
隊
さ
れ
る
方
に
３
年
以
上
の
定
住
を

条
件
に
出
す
補
助
金
と
い
う
こ
と
だ
が
、
申

請
に
は
相
当
の
計
画
書
が
必
要
で
は
。

答

起
業
や
事
業
継
続
を
支
援
す
る
こ
と
で

卒
隊
後
の
定
住
促
進
を
図
る
目
的
が
あ
り
、

こ
の
費
用
は
交
付
税
措
置
さ
れ
る
。
令
和
４

年
２
月
１
日
付
で
要
綱
を
設
置
し
、
補
助
の

要
件
や
経
費
に
つ
い
て
定
め
て
い
る
。
補
助

金
の
申
請
書
と
と
も
に
事
業
計
画
書
、
予
算

計
画
書
等
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
村
で
審
査

し
、
事
業
が
完
了
し
た
と
き
に
は
詳
細
な
事

業
報
告
書
の
提
出
も
求
め
る
。
３
年
以
内
の

廃
業
や
転
出
に
対
し
て
は
年
数
に
応
じ
て
返

金
し
て
い
た
だ
く
。
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次
の
ペ
ー
ジ
は
「
み
ん
な
の
声
」
東
秩
父
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た
！

３
〜
４
年
先
を
予
定
し
た
移
設
工
事
の
完
了

の
際
に
は
ま
た
線
を
引
き
直
す
こ
と
に
な
る
。

な
ぜ
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
区
画
線
工
事
を
行

う
の
か
。

答

和
紙
の
里
周
辺
整
備
に
関
す
る
地
域
の

ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
駐
車
場
内
の
混
乱
等
が
言

及
さ
れ
て
お
り
、
早
急
な
対
応
の
た
め
に
今

回
予
算
計
上
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

問

浄
化
槽
工
事
完
了
後
に
ち
ゃ
ん
と
区
画

線
整
備
を
す
れ
ば
今
お
金
を
か
け
る
必
要
は

な
く
、
仮
に
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
に
缶
ス
プ
レ
ー

で
線
を
引
い
て
も
事
足
り
る
の
で
は
。
も
う

一
度
よ
く
検
討
し
て
い
た
だ
き
、
決
し
て
無

駄
な
お
金
を
か
け
な
い
よ
う
お
願
い
し
た
い
。

︻
歳
出
︼
保
育
所
運
営
事
業

管
外
保
育
業
務
委
託
料
︵
私
立
︶

８
１
９
万
７
０
０
０
円

問

８
１
９
万
７
０
０
０
円
の
費
用
に
つ
い

て
、
国
庫
補
助
金
・
県
負
担
金
・
管
外
保
育

の
方
か
ら
支
払
っ
て
い
た
だ
い
た
保
育
料
を

合
わ
せ
た
金
額
と
の
過
不
足
は
。
一
般
財
源

は
入
る
の
か
。

答

管
外
保
育
の
費
用
に
つ
い
て
は
負
担
割

合
が
決
ま
っ
て
お
り
、
こ
の
う
ち
２
０
６
万

６
０
０
０
円
が
村
の
一
般
財
源
か
ら
に
な
る
。

︻
歳
出
︼
中
学
校
教
育
振
興
一
般
経
費

水
泳
指
導
民
間
委
託
料
※　
80
万
５
０
０
０
円

問

中
学
校
プ
ー
ル
施
設
を
廃
止
し
て
民
間

プ
ー
ル
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
財
政
負
担
は

ど
れ
だ
け
軽
減
さ
れ
る
か
、
ま
た
事
業
効
果
、

教
職
員
の
働
き
方
改
革
の
観
点
か
ら
言
え
る

こ
と
、
留
意
点
は
。

答

中
学
校
プ
ー
ル
は
平
成
24
年
に
１
０
７

万
１
０
０
０
円
、
平
成
26
年
に
９
６
６
万
１

０
０
０
円
か
け
て
改
修
し
て
い
る
。
廃
止
に

よ
り
概
算
２
５
０
０
万
円
に
及
ぶ
今
後
の
改

修
費
と
年
間
約
25
万
円
の
維
持
管
理
費
が
削

減
で
き
る
。
国
が
示
す
プ
ー
ル
の
安
全
標
準

指
針
に
基
づ
き
適
切
に
管
理
・
運
営
し
て
い

る
近
隣
の
民
間
プ
ー
ル
活
用
を
想
定
し
て
お

り
、
ま
た
体
育
教
員
の
ほ
か
に
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
が
つ
く
こ
と
で
、
衛
生
・
安
全
面
と

も
に
確
保
で
き
る
。
教
職
員
の
負
担
軽
減
に

つ
い
て
は
未
知
数
だ
が
、
指
導
力
の
向
上
に

も
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
。
民
間
委
託
に

伴
う
留
意
点
と
し
て
は
、
移
動
手
段
や
時
間

等
、
ま
た
体
育
の
授
業
と
し
て
教
員
と
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
間
で
十
分
な
事
前
協
議
が
必

要
に
な
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

︻
歳
出
︼
町
村
情
報
シ
ス
テ
ム
共
同
化
事
業

　

３
５
３
７
万
８
０
０
０
円

問

以
前
、
村
単
体
で
シ
ス
テ
ム
管
理
す
る

よ
り
３
０
０
０
万
円
く
ら
い
安
く
で
き
る
よ

う
な
お
話
を
伺
っ
た
が
。

答

試
算
で
は
そ
の
よ
う
な
話
も
あ
っ
た
が
、

実
際
の
と
こ
ろ
は
導
入
前
の
平
成
25
年
度
の

経
費
が
２
３
４
０
万
円
、
導
入
後
の
26
年
度

経
費
が
１
８
５
０
万
円
で
、
５
０
０
万
円
弱

の
減
額
だ
っ
た
。
そ
の
後
制
度
の
改
正
等
で

※平成30年９月付でスポーツ庁参事官地域振興担当より
「官民連携による学校体育施設の有効活用等について
　（水泳プール関係）」という文書が出ています。

一部事務組合報告
　一部事務組合とは、複数の地方自治体などが行政サービスの一部

を共同で行うために設置する組織です。本村では、消防や斎場に関

係する比企広域市町村圏組合（東秩父・小川・ときがわ・嵐山・滑

川・吉見・川島・東松山）と、ごみ・し尿処理に関係する小川地区衛

生組合（東秩父・小川・ときがわ・嵐山・滑川）に加わっています。

　それぞれの組合には議会が置かれ、議員は各自治体の議会議員か

ら選ばれます。

比企広域市町村圏組合議会定例会（報告：渡邉 均 議員）

日　　時　令和４年２月８日（火）午前10時から

場　　所　東松山市役所

出席議員　高野 貞宜　渡邉 均

主な内容　令和４年度全体予算約35億6000万円

　　　　　・一般会計 約6900万円　・消防費 約32億5000万円

　　　　　・斎場 　約１億7000万円　・介護認定 　　約7300万円

　　　　　・公平委員会　　110万円

小川地区衛生組合議会定例会（報告：野口 勝則 議員）

日　　時　令和４年２月21日（月）午前10時から

場　　所　小川町役場

出席議員　高野 貞宜　野口 勝則

主な内容　令和４年４月から可燃ごみ処理方法が変更に。組合のご

み焼却施設の老朽化（稼働開始から45年）により、　令

和４年度から燃えるごみの処理を民間委託することに。

東秩父村の負担は新たに約2000万円増の試算。

様
々
な
事
務
的
経
費
が
ど
ん
ど
ん
加
算
さ
れ

て
き
た
が
、
21
町
村
の
組
織
的
な
対
応
に
よ

り
抑
制
で
き
て
い
る
部
分
は
あ
る
。

︻
歳
出
︼
防
災
一
般
経
費　

防
災
会
議
委
員
報
酬　
　　

14
万
４
０
０
０
円

地
域
防
災
計
画
改
定
業
務
委
託
料７

１
５
万
円

問

以
前
、
東
日
本
台
風
の
経
験
を
生
か
し

た
防
災
会
議
を
提
案
し
、
執
行
部
で
も
実
施

す
る
予
定
と
ご
答
弁
い
た
だ
い
た
。
あ
ら
か

じ
め
消
防
団
な
ど
現
場
の
具
体
的
意
見
を
吸

い
上
げ
る
形
で
地
域
防
災
会
議
等
を
行
い
、

改
定
に
反
映
さ
せ
る
よ
う
で
な
く
て
は
い
け

な
い
。
形
ば
か
り
で
生
か
せ
な
い
も
の
に
は

７
１
５
万
円
か
け
る
意
味
が
な
い
と
思
う
が
。

答

第
一
線
の
方
の
意
見
は
身
近
か
つ
重
要

で
あ
る
と
捉
え
、
今
後
検
討
・
配
慮
の
上
で

計
画
を
進
め
た
い
。
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次回定例会は

６月７日（火）　10時開会予定

笠山から見る早朝の官ノ倉山

３月定例会の傍聴者数はのべ７人でした

傍聴に
 行こう！

みんなの声
17

東秩父中学校PTAの
皆さんに聞きました！

石石
いしかわいしかわ
川川恵恵

え みえ み
美美さんさん

馬馬
ば ばば ば
場場健健

いさ おい さ お
夫夫さんさん

東秩父村の子どもたちへ
・	村で学んだことに自信を持って、失敗をお

それずいろいろチャレンジしてください。

・	今しかできないことがあります。

・	人数が少なく不安なときもあるかもしれま
せんが、和紙作りや太鼓などの「この村だ
からこそ」をたくさん体験していってほし
いです。

・	「一生勉強 一生青春」先生方から送られる
言葉を大切に。

・	豊かな自然が一番の魅力、遊ぶ場所の宝庫。

・	子どもからお年寄りまでみんな気持ちよく
あいさつできる村です。行事減は寂しい。

・	地域、人とのつながりがとても強いです。

・	子育てを通じてたくさんの人と仲良くなれ
て嬉しいです。

・	何をするにも「人の力」が必要。欲しいで
すよね、たくさんのマンパワー。

東秩父村に住んで思うこと

　新型コロナウイルス感染症が世界的に拡大

して２年、その間さまざまな変異株が発生し

ています。３回目のワクチン接種が実施され

る中、今後とも拡大防止と経済活動の両立に

向け、新しい生活様式に社会全体で対応して

いかなければならないと感じています。

また、議会だよりは今回４ページ増やし、予

算の質疑等、住民の皆様へより詳しくお伝え

できるよう編集いたしました。今後もより興

味を持って見ていただける紙面になるよう取

り組んでまいります。

高高
こう のこ う の
野野旨旨

むねひさむねひさ
央央さんさん

保保
ほず みほ ず み
泉泉寿寿

ひさ えひ さ え
恵恵さんさん

大大
おお のお お の
野野孝孝

たかゆきたかゆき
行行さんさん

・	東秩父村は子どもたちへの支援が厚く、良い環
境だと感じます。

・	中学、高校…この先もっと大きなステージに向
かう姿を常に温かく見守っていきたいです。

・	コロナ禍で、参観や保護者間の交流が気兼ねな
くできなくなったことがつらいです。

・	小中１校ずつでも、学年関係なく交流があるの
が村の良いところ。

・	高校生の親として、皆谷・白石方面のバスを増
やしてほしい。

子育て世代として
村議会へのご意見など
・	いろいろとご尽力ありがとうございます。

・	議会と行政がお互いに知恵を出し、協調して
県内唯一の村を発展させていただきたい。

・	人口減少の今こそ、世代を問わず、幅広く意
見を取り入れていただければと思います。

・	「議会は何をやっているの？」多くの方の疑
問では。「身近な議会」であるために、住民
との関わりを見える形でしっかり深める活動
が必要ではないでしょうか。


